氷見市中心部における防火建築帯の実態 by 新島 裕基
  
文部科学省科学研究費助成事業（基盤研究 B） 
人口減少・都市縮小時代の都市中心部の老朽化商業施設等の再利用・再開発に関する研究 
（課題番号：16H03674） 
 
 
 
ヒアリング記録： 
氷見市中心部における防火建築帯の実態 
 
 
実施日：2018年 2月 26日（月） 
対応者：加納瑞穂（氷見市中央町商店街振興組合理事長） 
藤田智彦（氷見市地域おこし協力隊） 
 
編集担当：新島裕基（専修大学商学部専任講師） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成３０年１１月  
  
 
目次 
 
 
 
＜概要＞p.1 
＜議事録＞p.2～p.50 
1 
 
＜概要＞ 
 
実施日時：2018年 2月 26日（月）16:00～17:50 
 
場所：氷見市中央町商店街 
 
対応者：加納瑞穂（氷見市中央町商店街振興組合理事長） 
藤田智彦（氷見市地域おこし協力隊） 
 
出席者：石原武政（大阪市立大学名誉教授） 
渡辺達朗（専修大学商学部教授） 
    高室裕史（流通科学大学商学部教授） 
 石淵順也（関西学院大学商学部教授） 
 角谷嘉則（桃山学院大学経済学部准教授） 
 濱満久（名古屋学院大学商学部教授） 
 渡邊孝一郎（九州産業大学商学部専任講師） 
 松田温郎（山口大学経済学部准教授） 
 新島裕基（専修大学商学部兼任講師） 
※所属・肩書は当時のもの。 
2 
 
＜議事録＞ 
 
１．氷見市の来街者の特性 
（藤田） おそらくビルのことに関しては住んでいる人よりは詳しい部分もあります。 
 
（渡辺） 先ほどの集まりは何でしょうか。 
 
（藤田） ここでやっていたのは、この地区の民生委員の方だと思いますが、月に１回や
っています。 
 
（渡辺） そのような会合でよく使われるのでしょうか。 
 
（藤田） ここはもともとはアーバンデザインセンターの影響を受け、そういう感じで整
備をしようとしたのですが、いろいろとすったもんだがありまして、条例で使えないとい
うことがありまして、市の出先の事務所のようなかたちで使われています。ですから、あ
まりオープンに開いているよりも、まちづくりに関係しているものであれば使ってもいい
ということになっていますので、町内やたまに市内の団体のイベントが使われたりしてい
ます。こういうイベントも入れたのでこういうイベントの企画や会議があるときに使った
りしています。 
 
（渡辺） イベントに来られた方は氷見で宿泊される方は多いのでしょうか。 
 
（藤田） 宿泊に関しては、ホテルはきょう泊まられるところと、商店街に１軒ありまし
て、ほかはほとんどが民宿です。民宿といってもホテルのようなものもたくさんあります
し、言葉通り半分民家のようなところもあります。先ほどの話にもありましたが、氷見に
来られる方はだいたいが魚、特に寒ブリがメインですので、食事付きで、氷見は温泉もけ
っこう出ていますので、温泉に入って、美味しい魚を食べて帰るというのが氷見での基本
の宿泊スタイルになっています。ですから、冬は民宿もいっぱいになったりします。寒ブ
リのイメージがとても強いので、飛騨のほうや名古屋、関西圏からの社員旅行で忘年会シ
ーズン、新年会シーズンに団体さんが宿泊されることが多いようです。 
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 いまもそのようなスタイルが多いですし、ビジネスホテルは少ないのでああいうところ
には宿泊があります。宿泊人数はいくらか伸び代はあるかなと思いますが、昔ながらの完
結型の宿泊・観光ですから、最近のスタイルには合っていないようです。そのようなのが
変わるようなものがあればいいなということで話し合いをしています。 
 
（渡辺） 温泉旅館の人が駅に送迎に来ていました。大きい温泉旅館が数軒あるのでしょ
うか。 
 
（藤田） けっこう何軒かありますし、送迎用マイクロぐらいはどこでも持っているんだ
と思います。 
 
（渡辺） 温泉旅館がたくさんあるところと、この中心部は離れているんでしょうか。 
 
（藤田） 街中にはそんなにありませんが、氷見市マップに載っていますが、このまま海
沿いを１キロ、２キロ行く間に何軒もあります。民宿はものすごく多いですし、巨大な民
宿もありますし、リゾートのようなものも多くあります。 
 
（高室） そういう規模が多いということは、団体客がメインなんでしょうか。 
 
（藤田） 昔はそうだったと思います。宴会がどこにもあって、何十名のお客さんに料理
を出してというのが多かったのではないかと思います。 
 
（石原） このごろは団体は少ないのではないでしょうか。 
 
（藤田） 逆にこのへんの人たちは加賀温泉に行ったりとかしています。 
 
（石原） 最近は外国人は来ていますか。 
 
（藤田） 外国人は増えてきているとは思いますが、そこまではまだ難しいです。 
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（石原） このごろ、巨大な観光施設よりも、少しその周りへ散り始めています。 
 
（藤田） アジア圏の方はチラチラっとで、ヨーロッパはごく稀にという感じです。何で
知ってというよりはという感じですが、噂では不二子先生の作品がアジアで放映中だとい
うので、それも少しはあるのかもしれないですが、どこまで影響があるのかは分かりませ
ん。 
 
（石原） 金沢まで足を延ばしてというのはあっておかしくないです。ここだけじゃなく
て、高岡があってとつながります。 
 
（藤田） いま、富山空港ではアジア便が多くなっています。 
 こちらに来て、東京の大学のアジア人の留学生と一緒にパッケージツアーをけっこう作
っていたときに中国人の人たちから、最近は地元の人が思っているほど生魚にも抵抗がな
く、普通に食べられますという話を聞きました。いま、少しずつ観光協会や旅館組合、市
役所のほうもアジアへ観光ピーアールをしています。 
 
２．氷見中央町商店街の歴史 
（高室） 建物の話からはずれるかもわかりませんが、ここも含めて商店街は長いですが、
先ほどもおうかがいしたのですが、全部で６個が縦に並んでいると、商店街があってそれ
ぞれに完結するような感じで、そういうようなものが１つずつあるというイメージなんで
しょうか。いつごろまで賑わっていたんでしょうか。 
 
（藤田） 70年代、80年代だと思います。 
 
（高室） ここの様子をイメージしたいのですが、どこからそこまでのお客さんが来てい
たとか、どうやって来ていたとか、そういうのをイメージしたいなと思っています。その
一環でここもおそらくこういうパッケージを含めて建って、商店街とされたのかなと思い
ます。どういう状況だったのかをイメージしたいのですが。 
 
（藤田） 先ほどの飲食店さんなどに話を聞きますと、そこのバス停が中心になって、山
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のほうからまちに降りてくるのはここのバス停に降りてくる流れになっていたようです。
山あいの集落の方々はバスでここまでやって来て、ここで降りて、この周りの商店街で買
い物を済ませたり、ここの商店街はこの交差点の少し先までとそこから橋までが１つの中
央町商店街というエリアなのですが、その中にパチンコ屋が２軒ありましたので、朝、バ
スでお父さん方が降りてきて、パチンコ屋が開店する前に向かいでうどんを食べてという
ので大変賑わっていたという話を聞いています。 
 
（渡辺） 交通はバスということなのですか。 
 
（藤田） 皆さんバスで来ていたようです。 
 
（石原） 商店街が６つということですがここからあそこの川までが１つなのですね。と
いうことは向こうに向いてあと５つあるのでしょうか。 
 
（藤田） ここからもう１つ向こう側に橋がありますので、そこまでがもう１つです。そ
の先、駅のほうまで２つです。 
 
（石原） 向こう、向こうへ６つという感じですね。 
 
（藤田） ５か６か、いまは殆ど……。 
 
（石原） その６つある中でメインで賑わっていたのはここでしょうか。 
 
（藤田） どうでしょうか。役所がもう１つ向こう側にありましたので、そちらのほうが
中心は中心なのかもしれません。ただ、こちらには昔、漁港がありましたから……。難し
いですね。 
 
（石原） まちが漁港のほうからできたということでしょうね。 
 
（藤田） ただ、もっと戻ると、向こう側に橋が架かっているのが湊川という川で、水運
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として使われていたという話もあります。どこが中心なのかというと難しいのですが、役
場や郵便局などは比較的向こう側にできていたという感じです。 
 
３．市役所の移転 
（渡辺） 市役所はどこにいってしまったんでしょうか。 
 
（藤田） 市役所はここをまっすぐ行って、中心市街地エリアの端っこです。 
 
（石原） いつごろですか。 
 
（藤田） いまから５、６年前です。 
 
（石原） 移転しなければならないほど狭くなったとか、古くなったとかというのがあっ
たのでしょうか。 
 
（藤田） 老朽化に伴ってということです。 
 氷見市内には高校が２校ありまして、そのうちの１校が廃校になっていたところの体育
館をリノベーションして使っていくということでした。そういう意味では市役所の視察は
当時すごく多かったです。私が来たころもかなり来ていました。 
 
（高室） そのころに中心地から離れたところに建つというのは、その話を聞くと意外な
気がします。どんどん逆に戻そうという動きがはっきりと出ていたころだったのではない
でしょうか。 
 
（藤田） 出ていなかったのかもしれません。 
 
（石原） ５、６年前に移ったということは、その計画が出たのは 10年よりも前から言
っているはずですから、高等学校が出ていった跡地利用の問題で天秤にかけられたのだと
思います。 
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（藤田） 市としては中心市街地についてはあまり前のめりではないのかなという感じで
す。ときどき話は出るのですが、中活にしても具体的に動き出していません。いま、市長
選があって市長が替わったばかりです。 
 
（石原） 人口は減っているのでしょうか。 
 
（藤田） 減っています。いま、4万 9,000ぐらいです。 
 
（石原） 中心市街地ででしょうか。 
 
（藤田） 中心市街地も減っています。市全体で 4万 9,000ぐらいで、中心市街地はどの
くらいなのか……。 
 
（高室） そういう話が盛り上がらないのは何か理由や背景があるのでしょうか。票にな
らないとか。 
 
（藤田） 票にならないのもあるのかもしれませんが、いまは１つ向こう側にメインの道
路が移って、そちらにバイパスが走ると沿線にロードサイドの店が並び、さらに能越道と
いう高速が向こう側にできて、インターがいくつかできるのですが、インター周りやそう
いった大きな道路の周りに新しい……。 
 
（コウノ） 加納さんは？ 
 
（藤田） もうすぐ来られると思います。 
 
（コウノ） どうも失礼いたしました。コウノマオと申します、よろしくお願いいたしま
す。 
 
４．氷見中央町商店街の現況 
（藤田） 中央町商店街の会長の加納です。 
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（加納） 加納です。 
 
（藤田） きょう２時半ごろおみえになって、ひとまわりぐるっと回りながら説明をさせ
ていただきました。今回は、共同の商業ビルの調査ということで氷見にお越しいただいて、
福光と魚津にも行かれるということです。商売をされていたり、お住まいになっていると
ころでどういう問題があるのか、昔はどうだったのか、特に加納さんには、当時、どうい
う経緯があってこういうことが起こったのかというお話をしていただければと思います。
よろしくお願いいたします。 
 
（加納） 最近、共同ビルの見学にいろいろな人がいらっしゃいます。先日は名城大学の
学生さんたちがここは面白いということで、活性化ということも兼ねて、卒論の対象にし
たいということで、空き家を見たり、建造物を見たりしていましたが、そういったことを
何度もやっています。50年以上も経った建物をどうしたらいいかという非常に我々も困っ
てはいるのですが、壊すというのが逆にもったいないのではないかと思います。こういう
古いものを利用しながら活性化を図れないかという議論が盛んに出ています。 
 以前、我々は、こんな雨漏りもするし、住んでいる人も「こんなのどうにもならないか
ら、何とかならないか」ということで、市役所などに掛け合ったり、商店街のみんなで集
まっていろいろやりましたが、これを壊して新しくするということは非常に難しいです。
ここに住んでいるけれども商売も何もやっていない人たちは老人が多く、その人たちの子
どもはみんな出ていってしまっていますし、戻ってきてもここに住むかというと、みんな
ほかのところに住宅を建てて、そちらに住まわせています。ただ、親はここがいいからと
住んでいる人もいますから、ここを壊して新しく建てても自分で返済はできません。では、
息子が返済してくれるかというと、私はそんなことはできませんと言われたらどうしよう
もありません。ここが壊れるまでここに住みたいとおっしゃっている人も何人かおいでで
す。ですから簡単には壊せません。そこがものすごく問題で、なかなか議論が進みません。
しかし、やるとなれば一括してやらなければうまくいきませんから、そうするとものすご
く大掛かりな話になります。ですから、遅々として進みません。 
 そういうことをしているうちに、ここ２、３年、そういうことを言わずにこの古いのを
そのまま使って、下の空き店舗を使って活性化できないかという議論が出てきました。去
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年のいまごろからイベントをやって活性化しないかとかそういう話が出てきまして、コン
サルタントも入れて、いろいろな話をし始めました。 
 
（藤田） カジオカ先生です。 
 
（加納） 最終的に、現実的に何がいいかということで、商店街の人と話をするのもいい
かもしれないけれども、具体的にこういう事例をやらないと分からないだろうということ
で、ここは橋が落ちて通れなくなっているので通行止めになっていますが、車は入れます
が、一応通行止めになっているのであちらからは車が来ません。この空いているところを
うまく利用して、市をやらないかという話になりました。それから始まったのが「うみの
アパルトマルシェ」で、月１回第３日曜日に開催しています。 
 第１回目が７月でした。どうせやるのであればいままでにないようなことをやりましょ
うということで、30代、40代の若い世代をターゲットにするようなマルシェをやってみ
てはどうかと、そのために従来の氷見あたりの出店者だけではなく、富山県や石川県など
周辺から出店者を集めてやったらどうかということでターゲットを絞りました。これは当
たりました。そういう世代の方がいっぱい来まして、いままでこのあたりに全然来ないよ
うな人たちがわーっと、最初に６千人ぐらい来ました。みんな、こんなことは始まって以
来だとびっくりしました。 
 それが第３日曜日に毎月やりまして、１回は台風の影響で中止しましたが、継続的に 11
月まで続きました。やはり、よかったです。そうこうしながら、商店街の人もこんなに人
がいるんだという、氷見でもこういうことをやれば人が来るんだという意識が多少は芽生
えてきまして、継続してやってもらいたいという話になりました。それをずっとやってい
くことはいいのですが、我々の意図としては、他所から来てこういう商店街でこういう店
があるということを再認識してもらいたいということももちろんありましたが、なおかつ、
閉まっている店を、出店者が定期的に契約してもらえる雰囲気にならないか、そういう動
機付けにならないかということを目指していまして、（マルシェは）今年ももちろんやり
ますが、今年はまずそういうことをやりたいと考えています。そういう人たちに中に入っ
てもらって、商売をやってもらいたいということで活動を続けています。 
 現状はそういう段階です。 
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５．防火建築帯の利用実態 
（渡辺） お店を出しているのは地元の方なのでしょうか。 
 
（加納） 地元の方が３分の１ぐらいですが、あとは富山県一円、石川県から来てます。
お客様も富山県一円です。 
 
（渡辺） お店を新たにやろうというのはけっこう若い人なんでしょうか。 
 
（加納） みんな若いです。だいたいやるとしたら 30代、40代ではないでしょうか。マ
ルシェに出している人もだいたいそういう年代の方たちです。ですから、それに付随して
来る人たちも皆さん若いんです。 
 
（石原） 立ち入ったことをお聞きしますが、空き店舗で動かなくなっているようですが、
家賃はどうされているんでしょうか。 
 
（加納） 家賃は安くしようといま交渉しているところです。 
 
（石原） そういうことで大家さんと話をされているんですね。 
 
（加納） そうです。 
 
（石原） たぶん、家賃が下がらないと若い人でもなかなか難しいと思います。 
 
（加納） 若い人に資本があるわけはないですから、なおかつそれを継続的にやってもら
うためには、家賃をうんと低くして、内装もそのまま使うなど初期費用を本当に小さくし
てやらなければならないと思います。彼らもそういうことに耐えられるような商売の形態
しか選べません。 
 
（石原） 飲食、雑貨でしょうか。 
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（加納） そういうのがいちばんいいと思います。 
 
（藤田） 商店街ではそこのうちの方が１階でお店をやられているというケースが多くて、
加納さんのところもそうですし、テナントとしてお店を入れていたというところは多くは
ないと思います。 
 
（コウノ） ほとんどいません。 
 
（藤田） ですから、空いていることで損が出るというような感覚もそんなにないのかも
しれません。 
 
（石原） 上にお住まいですと、入口が１つだと思いますので、１階だけテナントにお貸
しするというのは難しいのではないでしょうか。上にいらっしゃると、どうしても１階が
使えなくなってしまうので、それが１つのネックだと言われています。そして、上が空い
ていたら、１階だけでいいのか、２階も借りてよということになるとそれもまた問題です。 
 
（加納） どうしても不可能な人は別にそれをやる必要はありませんから、住んでいない
ところもありますので、そういうのはひとつきっかけにはなると思います。前ばかりでは
なく、ここは裏側が道ですので、そこから入ろうと思えば入れるところもありますが、基
本的にはそれは大家さんの意向ですから、絶対に嫌だと言えばそれはしょうがないです。
ただ、全く店ができないよりは、１つでも２つでもできるようになって、ある種の成功例
ができたとすれば、みんな、こんなのでできるんだ、じゃぁ、私も貸そうかなという気に
なるかもしれません。それは分かりません。 
 
（石原） このあたりは地震はないのでしょうか。 
 
（加納） ないことはないです。可能性はありますが、そんなにひどいのはないのではな
いかと私たちは思っています。 
 
（石原） 古くなってくると耐震の話がどうしても出てきます。 
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（加納） 耐震は一度やってもらったことがあります。大丈夫だろうと言われています。 
 
（石原） それであれば安心です。 
 
（加納） ただ、確証はありません。そこまでのものは来ないだろうとみんな思っていま
すが、どうでしょうか、分かりません。５，６年前に金沢工業大学の先生が中を少しくだ
いて、中側を見て検証はしました。 
 
（藤田） そのときも、耐震性については、これだけ横が詰まっているので総体で見たと
きにはという話でした。 
 
（渡辺） マルシェのときには、露天だけではなく、中側も貸したことはあるのでしょう
か。 
 
（加納） 中側はまだ貸していません。マルシェは道路沿いでやっていますが、中側につ
いては、これから中でやろうかという気になればと思っています。 
 
（藤田） いまは休憩所としてお貸ししたり、絵描きの方のちょっとした個展を開いてい
ただいたりということをやっています。 
 
６．防火建築帯の権利関係 
（高室） その建物の地権者の方、オーナーの方は全部はっきりしているんでしょうか。 
 
（加納） 全部はっきりしています。 
 
（藤田） どんどん分散していって、誰のか分からないという状態にはなっていないとい
うことですね。 
 
（加納） そういうのは１軒か２軒かあるかもしれませんが、だいたい分かります。全く
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の部外者はありませんから、氷見市内にいたりとそういう感じです。その人たちも全く住
んでいない場合は、何かしたいと思っていても何もできずに困っていますから、貸すなで
おそれなりのいいアイデアがあれば話が進むのではないかと思います。 
 
（石原） 最近のマンションであれば管理組合費などが必要ですが、ここは１軒１軒自分
の家ですから管理組合はないのですね。 
 
（加納） ありません。 
 
（石原） もし、住んでいなければ維持費として特別な費用は発生していないのでしょう
か。 
 
（加納） ここにアーケードがありますので、この維持管理費のみいただいていますが、
そのほかにはいただいていません。 
 
（石原） アーケードはどこが管理されているのでしょうか。 
 
（加納） 商店街のものなのですが、市役所に寄贈しているということになっています。
ですから、固定資産が我々にはかからないようになっています。市役所の地面の上に建っ
ているということになっています。 
 
（石原） アーケードはうるさく言うと固定資産税が発生してもおかしくありませんが、
免除申請することで免除はされているはずです。 
 
（加納） そうです。ですから、固定資産税はかかっていませんが、補修費用などいろい
ろありますので、維持・管理費だけは払っていますので、皆さんからは間口割でいまだに
徴収しています。それも「うちはこんなものは払いません」と言う人もいないわけではあ
りません。所有者が替わって、ほかから入ってきてそこを借りて商売をしている人なんか
がそうですが、話をすれば復活する場合もあります。 
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（石原） もう返済は終わっていると思いますが、いま、維持費にどれぐらいかかってい
るんでしょうか。 
 
（加納） 年間徴収するのが 120～130万だと思います。２年ほど前に、雨漏りなどして
いましたのでこれを全部やり直して 700万ほど使いましたが、ほとんど積立金の中から出
しました。ただ、市のほうからも補助金を少しいただきました。 
 
（藤田） 先ほどいらっしゃる前に、商店街の昔の話をしていたのですが。 
 
（加納） ちょうど、ここを起ち上げたのはこの人です。 
 
（藤田） 駅までの通りで商店街は５でしたか、６商店街でしたか。 
 
（コウノ） 駅まで１キロちょっと、２キロまでないと思います。 
 
（加納） 加納町からなら１キロぐらいだと思います。だいたいそのぐらいです。 
 
７．防火建築帯建設の経緯 
（コウノ） 昔の話をさせていただきます。 
 お忙しいところ、遠いところからお越しいただきましてありがとうございます。 
 実は、この商店街というのは現在はこういう具合になっていますが、昔は、だいたいこ
こがずっと 10メートルから 11メートルぐらいのところでした。ご承知ではないと思いま
すが、昭和 38年にこのあたりは豪雪に遭いました。その豪雪のときにこの商店街が埋ま
ってしまいましたので、２階から出入りしまして、そのときに道路拡幅の話が出ました。
いまのように除雪車はありませんから、全く手でやらなければいけませんでしたから、皆
さん困られて大変なことになりました。その関係で拡幅しようじゃないかという話になり、
その話が 39年、40年にかけて盛り上がりが出てきました。 
 ちょうどそのときに、防災街区造成組合というものが金沢に第１号ができまして、ここ
が第２号です。そういうところにあるらしいということで、役所の、当時の建設課の係長
や事務関係の方たちみんなといろいろ話をしまして、ではやろうということで進めました。
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建設省等へ再三陳情へまいりまして、その陳情の結果、40年暮れに調査費が付きまして、
実際は 42年から着工にかかりまして、43年に竣工いたしました。 
 当時、ここは 60軒ありまして、それを一挙にやるわけですから、住宅金融公庫等につ
いても融資が難しかったのですが、たまたまここの道を拡幅しましたので、その道路の補
償金がありまして、そして住宅金融公庫の借入と合わせて建設費ができるというかたちに
なりました。したがって、皆さんはお金を出さなくてもいいですと、出さなくてもいいと
いうのはおかしいですが、ほとんどかかりませんでしたから、ですからやりませんかとい
うことで再三説得いたしました。それでもどうしてもダメだという家もありまして、１軒
でも反対があればそこを抜かして両側から進めました。 
 そして、この鉄筋の建物は当時のお金で坪単価 11万 7,000円という設計金額が出たわ
けです。それで着工していきましたが、いちばんの問題は、先ほど言いましたようにてん
での不動産の管理の問題です。隣との境界がどうのこうのという話がやたらに出てきまし
た。そういう交渉に私がほとんど率先して当たっていました。そうして建設をずっとやっ
ていきました。 
 その当時のお金としては、１軒当たり平均 400万円弱だったと思います。それが 60軒
ですから 2億 4,000万円でした。補助金が 5,400万だったと記憶していますが、そういう
会計はこの商店街の中に役所に勤めておられた方がおりまして、大変な真面目で優秀な方
でありまして、その人に任せました。市のほうの交渉については市の建設課の係長がやっ
てくださいまして、ほとんど任せっきりみたいな感じでした。 
 やはりいちばんのネックは金の問題でした。幸いにも、住宅金融公庫の融資を受けるこ
とができたのですが、その完済がどうなるかと思って大変心配しておりました。このよう
に外観は揃っていますが、後ろにいくと出たり引っ込んだりです。そのときにも皆さんに
申し上げていたのですが、自分の能力に応じて後ろを決めていただきたいということで進
めていきましたら、15年契約で借りたのですが、１軒の落伍者も出ませんでした。 
 
（石原） もともと 60軒のお店があって、それはしもた屋さんはなかったのでしょうか。 
 
（コウノ） ありました。しもた屋を説得するには、おたくは、店がこういうふうにきれ
いにできれば、店を貸してもいいじゃないかと、貸せばこれぐらいの家賃が入るからとい
うことで説得しました。事実、しもた屋の人で店を貸した人も何軒かございました。 
16 
 
 先ほど言い忘れましたが、金沢の防災街区を見にいったときに、補助金は共同の部分に
対して出ますから、浄化槽や高架水槽、電気設備といったものに出ました。もちろん設計
にもその中に入っています。そして、金沢の人が私に、「金沢はふん尿争いがあったので、
それだけは気を付けなさい」と言われました。５人の家族が住んでいて、もし家を貸して
10人なったり、15人になったりするか分からないわけです。そうするとそこに維持の問
題が何やら争いが出てきます。それは十分に気を付けてくださいと言われました。皆さん
の前ではそういうことは一切言いませんでした。 
 そして、浄化槽を設置してみんな共同でやりました。 
 
（渡辺） 金沢のどちらですか。 
 
（コウノ） 片町です。氷見は富山県の防災街区造成組合としては第２号でやっていまし
た。それからあちこち、耐火構造建築になりましたので耐火構造になっていまして、福光
もそういうようなで、福光は防災街区ではなかったと思っていました。何かそういうよう
な感じの防火住宅でしょうか。 
 
（渡辺） そうです。防火住宅、古いほうです。 
 
（コウノ） 余談になるかもしれませんが、当時、建設省に陳情に行くときに、私とヤマ
ザキさんと、フカヤさんと世話人と４人ぐらいでいつも行ったのですが、たいてい、氷見
ブリを持っていきました。いまのように化粧箱ではなくざるに入っていまして、それを２
人で１匹持っていって、建設省の玄関から入って、担当の係官の人のテーブルの前にドン
と置いて「どうぞ皆様方で」とやりました。 
 
（渡辺） 生ですか。 
 
（コウノ） 生です。夜行で行くのですが、電車が暖房するものですから、よく持ってい
ったと思います。 
 私自身、いまではずいぶんくたびれていますが、当時 40歳でまだ元気がありました。 
 みんなで行って、これは１つの笑い話ですが、そこで話がトントンといったり、住宅金
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融公庫の金を借入しますときに、ご承知かどうかは分かりませんが、小林與三次さんとい
う読売新聞の社長や日本テレビの社長をやった人が、当時、住宅金融公庫の副総裁でした。
そこへ行って、図面を広げて「おらっちゃ、こういう具合にやろうと思っているけれど」
と言いまして、「おらっちゃ」というのはこのへんの言葉で「ぼくら」ということですが、
「おらっちゃ、これで、ここまでこうやろうと思っています」と言ったりしましたところ、
たまたまその人が富山県の射水市出身だったんです。 
 
（藤田） 正力松太郎の娘婿です。 
 
（コウノ） 紹介者として連れていってくれた人が正力松太郎さんの秘書だったんです。 
 そして、その話をしましたら、「分かりました」と言って、大将が電話をとって住宅金
融公庫に電話をかけて、「いま、そこへ氷見の金物屋のアンブと下駄屋のとうちゃんと、
呉服屋のとうちゃんが行くので、そこ、ひとつよろしく頼む」と言ってくださいました。
そうしたら、不思議なもので、「分かりました」ということで、「行かなくてもいいじゃ
ないか」と。金沢の住宅金融公庫で話したら、「氷見だけで 60戸も一度に出せるわけが
ないでしょう」と、「普通は出しませんよ、５軒や 10軒ならともかくも、60軒もいっぺ
んに出せなんて話はダメです」と言われて、それでそこに行ったわけです。そうしたら、
本庁の効果は不思議なもので、金沢支所から、「どうした、あんた？」と言ったら、「60
軒いっぺんに出た」と言われました。そのときに、いまでも忘れもしませんが、昔はこの
ような大きなザルがありましてこんなに大きなのを２杯、金沢住宅金融公庫の支所まで持
っていきました。 
 これは１つの笑い話で全く参考になりませんが（笑）。 
 そういうことで記憶に残っています。 
 
（渡辺） 60軒というのは、そこからどこまでなんでしょうか。 
 
（石原） ここまででしょうか？ 
 
（コウノ） こちら側の角は２年後、３年後のものです。 
 それから、ついにあっちのほうに、いま工事やっていますが……。 
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８．商業者の商売への影響 
（石原） そういうことで建て替えられるということになれば、お店は広くならないにし
ても、ずいぶんきれいになります。それを機会に商売を変える、取扱商品を変えた方はい
らっしゃいますでしょうか。 
 
（コウノ） 変更した人はあまりありませんでした。 
 
（加納） ですが、さすがに流行ったんです。すごかったんです。まず、ここが新しかっ
たですし、昔、氷見は後ろのバイパスはなくてここから高岡まで１本でした。ですから、
山からあのへんからみんなここへ来て、買い物をしましたからすごく流行ったんです。 
 
（石原） オープンのときには大提灯行列ではありませんが、賑やかにやられたんだと思
います。 
 
（コウノ） 賑やかでした。この鉄筋のビルの上にこのぐらいの、だいたい２メートル 70
ぐらいの看板を建てました。それがバーっと並んでいるので、まさにあちらから見ますと
格段の差がつきました。 
 
（石原） 40年というと、高度成長期に入ったときですから、商店街はシャッターを開け
たらお客さんが飛び込んできて、それで向かいが見えなかったという話をあちこちで聞き
ますが、ここもそういう状態になったわけですね。 
 
（加納） 商店街は夜の９時まで店を開けていました。 
 
（石原） お客さんがいたということですね。 
 
（加納） そうです。皆さん買いに来たんです。商店街は９時までやっていて、なおかつ
寿司屋や飲み屋などの飲食店は 12時ごろまでやっていました。そういう時代です。 
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（渡辺） 皆さんバスでいらっしゃっていたんですか。 
 
（加納） バスです。特に山のへんの人はバスでした。 
 
（石原） そうであれば、金融公庫の借入なんかはすぐに返せたわけですね。 
 
（加納） だから借入も返せたんだと思います。 
 
（石原） 必死になって返したというよりも、余裕で返したんですね。 
 
（コウノ） 先ほど言いましたように、決して無理な建物は建ててくれるなと、力のある
人は４階建てにしたと思います。うまくまとまったのはそういうことだったわけです。そ
うでなければ、先ほど加納さんが言われたように、いまこれをどうにかして新しくすると
いうことになりますと、自分の金を出すとなるとなかなか話はまとまりません。 
 
（石原） 当時 40歳ぐらいとおっしゃいましたが、もう少し上の方でリーダーシップを
とられていた方はいらっしゃったのでしょうか。 
 
（コウノ） はい。言い忘れましたが、こういうふうに直接利害関係が重なっていますか
ら、そのときにどうすればいいかと思いまして、そこに「氷見漁業会」というのがありま
して、そこの漁業会の専務理事を引っ張りまして、その人は全く第三者ですから、その人
を防災街区造成組合の理事長にしました。そして、そこへ呉服屋さんと私が副になってや
りました。ですから、利害関係が絡んできていますから、そういう点は十分に気を付けま
した。 
 
（石原） そのもうお一方は何歳ぐらいだったのでしょうか。 
 
（コウノ） そのカノウさんという呉服屋の大将は現在 90歳ぐらいです。 
（石原） あまりかわらないですね。40の前半の方がお二人が商店街の中心になられてと
いうことだったのですね。 
20 
 
 
（コウノ） そこへ、私よりも１つ上の 40代の方もいましたし、そのカノウさんはいま
病気で伏せっていますが、そのほかの歳上の人たちはもう亡くなりました。 
 
（加納） カノウさんも亡くなられました。 
 
（コウノ） そうですか。 
 
（加納） 葬式は出さなかったんです。去年か一昨年です。コウノさんは現役でいらっし
ゃいますが、あとはもう亡くなられました。 
 
（石原） 商店街のまとめ役というと 50代、60代の方が多いのかと思ったのですが、40
代前半の方が中心になって動かれたということなんですね。 
 
（コウノ） そこへヤマザキさんという下駄屋の大将もいまして、彼は私よりも１つ歳上
でしたから、その当時 42、43でした。 
 
（渡辺） 上の世代の方で「そんなことやるな」と言う人はいなかったのでしょうか。 
 
（コウノ） もちろん歳のいった方はおられました。 
 
（高室） 皆さんが創業者の年代だったのでしょうか。 
 
（コウノ） 創業者というよりも、創業した人が、いま私ぐらいじゃないかと思います。
私も自分が初めて金物屋を始めて、金物屋でどうにかこうにかおかげ様で飯を食ってきま
した。 
 
（加納） ちょうどその人たちも二代目ぐらいかなと思います。自分の親がやっていて、
跡を継いで、そしてその人たちがそういう商店街をそういうふうにやるということだった
と思います。 
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９．商店街の形成時期と防災街区造成の経緯 
（渡辺） 戦前、ここに商店街はあったのでしょうか。 
 
（コウノ） 旧町名ですが中央町商店街、今町商店街、新町商店街というのが、戦前のこ
とは分かりませんが、それは戦前からあったと思います。 
 
（石原） ここは防災街区の大工事をやった後にばーっと流行るわけですが、やる前はい
くつもある商店街の中でいちばん賑わっていたのはここなんでしょうか。 
 
（コウノ） そうです。ということは、いま、南側のほうが氷見の魚市場でした。ですか
ら、氷見の元気な魚のところですから、あそこにいちばん集中しました。 
 
（石原） こういう法律がちょうどできてということですから、役所の人もどこかでそれ
をやりたいと思っても、こう並んでいる商店街のどこでやるかというのは考えられたはず
です。ですから、いちばん賑わっている、いちばん力のある商店街でそれをやろうとされ
たということなんでしょうか。あるいは、向こうは火事で燃えてきれいになっていたのか
どうかは知りませんが。 
 
（コウノ） 対岸が焼けたのは昭和 12年ぐらいでしたから、だいたいはきれいになって
おりました。 
 
（石原） ２、３年はたっていたんですね。 
 
（加納） やはり、やろうという熱意の問題ではなかったのではないかと思います。 
 
（石原） ここが元気があったということですね。そしてまとめ役のリーダーもいらっし
ゃいましたし。 
 
（加納） そうです。まとまったから、こういうのができたということです。 
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（高室） 話のきっかけは、豪雪の際の道路拡幅で話がまとまっていたということでよろ
しいのでしょうか。 
 
（コウノ） 最初は道路の拡幅だけやればいいのではないかということで話をしていまし
た。 
 
（高室） そこから話が防災街区まできてということでしたが。 
 
（コウノ） 当時、38年の前にはこういう建築物をやろうという話はありませんでしたが、
先ほど申し上げましたように 39年代から出てきまして、若い者ですから「やりましょう」
ということです。 
 
（高室）では、順番として拡幅の話があって、それで何とかならないかと思っていると、
防災街区の話が金沢であって、「これだ！」ということで盛り上がって始められたという
のが経緯であったということでしょうか。 
 
（コウノ） 金沢まで行ったのは、実際に話が盛り上がってきていたときです。 
 
（高室） では、この向こう側のところはそれを見て、同じように建物を建てようとか、
やり替えようという話にはならなかったのでしょうか。 
 
（コウノ） はい、なりませんでした。いま、あっちへ行ったところに角がありますが、
そこの角までがちょうどいい区切りだったんです。そこからこうかけて、こうかけて、そ
の一帯をやりました。そうしたら、このあたりの人は防災街区をやれば鉄筋・鉄骨のもの
が建てられるぞと、事実そうですが、そういうことで全く乗ってきませんでした。 
 
（石原） まだ大火の後で 24、25年で、まだ新しかったのですね。 
 
（高室） 話を進められるなかで、先ほど反対された方がおられたということでしたが、
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もちろんお金の話も大きいと思いますが、反対される方はどういう理由で最後まで反対さ
れたのかうかがいたいのですが。 
 
（コウノ） その人の性格もありましたが、最初から私に言ってくれるなと、これは独特
なのですが、そこまでに皆さんと何度も全体の会合を開いているのですが、そのときに出
てきていなくてそういうことを言う人もおりまして、最後まで反対されました。そういう
方はどこへ行ってもおられます。経済的な理由など特にひっかかる理由はこちら側ではじ
いていました。最初、この道はこうやってこういう具合に端から曲がっていますが、それ
をまっすぐにしようと、端の勾配を少なくしようという計画で言ったところ、片側だけで
なく向かい側が多く取られるといって、そういうことで「それは」となって反対がありま
した。ですから最後はそれを両方とも平均に取りました。ですから曲がって見えると思い
ますし、事実曲がっています。いろいろありました。 
 元市長で教授もやっていた方がおりましたが、「どういう訳でこういうものをやろうと
しているんだ」と私を呼びつけまして、私はいろいろ説明して、いまお話ししたことをと
うとうと述べました。やはり最後まで反対する人は最終的に金の問題が絡んできていまし
た。その人をはじいて抜く、設計が入って、両側を建てて、工事が始まる段階になったら、
「私も大丈夫だ」と言ってきて、「分かりました」と、そうしたら、鉄筋の柱は横にでき
ていますからスラブだけつければいいんです。スラブだけつければその人は安いです。で
すが、設備の工事に対して若干不備が出ました。 
 
（石原） 柱もうちの敷地ではなく、隣の敷地に建てて、こちらも隣の敷地に建てて、こ
れはいっぱいいっぱいです。柱なしはいいですね（笑）。 
 
（コウノ） そういうようなこともございました。 
 
（石原） そうでなければ柱はこうまん中につくるものですが、反対しているのでこうつ
くっているはずです。むちゃくちゃいいですね（笑）。 
 
（コウノ） 先ほど耐震構造という問題がありましたが、そのときに 50年は保証すると
いうことでした。50年たちましたが、そのときは旧建築基準法ですから、見ておりますと、
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鉄筋の本数はそこそこいいのですが、鉄筋のこの支柱のまん中の帯の締め方の回数があり
ません。そこで阪神大震災のときにこの柱が向こうからポンと膨れて、あのようなことに
なります。当時も耐震について建築者と話をしましたが、震度５までは保証しますという
ことでした。その当時、昭和 40年代はいまのような大きな地震はありませんでした。ま
さか震度７とか８の大きい地震が来るとは思っていませんでした。 
 
（石原） 鳥取はどのぐらいでしたか。 
 
（コウノ） 金沢工業大学の先生が中をくり抜いて調査していただきましたが、セメント
の質は大丈夫だと思うけれども、そういうところに弱みがあるということでした。 
 
（石原） 巻きが足りないのですね。 
 
（コウノ） 鉄筋の本数はそこそこいいのですが、もしいまボンときたとしたら、、阪神
のときは「あ、これだな」と思いました。いまは、金沢も耐震構造をやったらどうかとい
う意見も出ました。耐震構造をやるべきといっても、しかし安くできません。あんな具合
にできればいいのですが、当時の建築の単価は 11万 7,000円でしたが、いまは違います
からそういうわけにもいきません。 
 
１０．大型店進出の影響 
（加納） 防災街区の商店街ができてから 20年ほど何とかもちこたえたのですが、それ
から市街地に大型店ができるようになりまして、氷見はバイパスができてあちら側にいろ
いろな商店ができるようになって、それからがーっと商店街はみんな衰退していきました。
ここに店を構えていた人も、あちらの大型店に出店しようじゃないかと言って、ここをほ
かの人に貸して自分はそちらのほうに店を出すということが起こりました。 
 
（藤田） 87年か 88年、80年代後半に街中にショッピングセンターが進出してきて、そ
の後、向こうの道路ができて、90年代にショッピングセンターができました。 
 
（加納） ショッピングセンターも補助金を使ってやっていたと思いますが、ここで商売
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をやっている人が出るのであれば、ここを閉めるか何かして出なさいという条件でみんな
出ていました。大型店の話です。先ほどの陳情に行かれたヤマザキさんも、商店街のあそ
こでやっていましたが、こういうふうに個店でやる時代ではない、将来はショッピングセ
ンターに行かなければいけないと言って、彼も自分の店を閉めて、ほかの人に店舗を貸し
てショッピングセンターへ出店しました。そういう経過があります。 
 だけれども、貸した店も流行りまして、まだまだ競争ができたのですが、高岡にイオン
ができたり、ああいうところにもっと大きなところができますと、みんなそちらに行って
しまいました。いままで氷見の山や海の人たちはみんなここへ来ていたのに、その人たち
がみんなそちらへ、高岡へ直行するようになりました。どこの商店街もみんな同じだと思
いますが、若い人は特にそうです。 
 
（石原） 87年のハッピータウンでしょうか。80年代でしょうか。 
 
（藤田） そうです。 
 
（加納） そうです。 
 
（石原） それこそ、規制緩和の流れが少し出始めているころではあるかもしれませんが、
法律が改正されて大きく規制緩和するのは 91年です。ですから、80年代終わりというと
まだ旧の大店法がいちばん元気なころです。アメリカはごちゃごちゃと言っていましたが、
運用からいうとまだ出店に大部分の地元が抵抗した時期があります。まちなかだったとは
いえ、あまりそういう抵抗運動はなかったんでしょうか。 
 
（コウノ） ここでしょうか？ やはり大型店ができたときにはありました。ちょうど神
代の常議員をしていましたから、大型店施策の委員長の役目をやりまして、そのときにダ
イエーがきました。 
 
（加納） 最初はダイエー主導型です。 
 
（コウノ） そしてショッピングセンターがきたときに、反対がありましたがそうとうや
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りました。 
 
（石原） ダイエーの中内さんがつくった大学にこのあいだまでおりました。もともと違
うのですが、定年で退職してから流通科学におりましたが、（遠慮なく）痛めつけられた
とか、裏金でだましたとか何でもおっしゃってください。 
 
（コウノ） そういうことで、大型店に対しては非常に苦労しました。 
 
（加納） ああいうものができるようになってから、商店街はどんどん変わりました。 
 
（コウノ） 結局、ダイエーは手を引いてしまったんです。 
 
（石原） 出てきて困るダイエーですから……。 
 
（コウノ） そして、間もなくその話が進んでいかなくて、ダイエーが最後にはやめてい
きました。 
 
（加納） 最後は地元の人が主導で、協同組合みたいなものを組織してやりました。 
 
（石原） では、核店舗としてダイエーは入っていないのですか。 
 
（加納） 入っていません。ダイエーは氷見は儲からないからってすぐにやめましたよ。
ダイエーは高岡に大きいのがありますから、あっちのほうに集中したほうがいいでしょう。 
 
（藤田） いまだに市内で唯一の市内資本のショッピングセンターということで、いまで
は貴重というか。 
 
（加納） 本当です。ああいう市内の資本でやっているのは珍しいぐらいです。 
 
（石原） そこには核に食品スーパーが入っているのでしょうか。 
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（加納） そうです。 
 
（渡辺） 市役所が４，５年前に移ったということで、その影響はさらにありましたでし
ょうか。 
 
（加納） もちろんあります。市役所もあるし、いろいろな興行的に大きな建築物が分散
しましたから、市民会館もないし、病院もすぐ近くにあったのがずっとあちらです。みん
な商店街から離れて、もっと広いところへ行きました。病院もいま、市民病院をつくって
います。ですからまちの中は、そういうところで休まって商店に流れてきた人たちがいな
くなったから、逆に必要がなくなってきたんです。特に市役所がないということは、まず
市役所の職員が来ません。市役所には買い物をしていく人たちがいっぱいいたんですが、
いまは全然いません。特に市役所があった比美町というのは八百屋や飲食店も大きな打撃
を受けました。 
 移転するっていう話にはぼくら商店街もものすごく反対しました。突然聞かされて、全
然知らなかったんです。ですから、反対してももう決まってしまったんだからということ
でした。そしてあんなになってしまいました。 
 
１１．中央町商店街の防火建築帯の利活用 
（コウノ） 先生方、この商店街を活かす方法はないでしょうか。急きょ出るわけはない
と思いますが、マルシェをやっているときに、会津若松から取材に来られた方がおられて、
これだけの商店街がつながっているところは珍しくて、各地でいろいろな耐火建築物があ
りますが、これだけつながっているのはめったにないので珍しいことですから、何とかし
て残す方法はないかと、そういうことをおっしゃっていました。こちらも、そういうこと
を考えているのですが、さりとて、いつもそういう会合を始めますと、例えば先ほど言い
ましたが、金沢工業大学の先生が生徒と一緒に来られて会合を３回か４回やっていますが、
情けないかな、集まってきません。これには弱りました。 
 
（渡辺） 商店街の人がということですか。 
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（コウノ） そうです。 
 
（加納） まずイメージが湧かないんです。そういうことをやってうまくいくかというこ
ともありますし、歳をとっているとやろうという意欲も湧かない。 
 
（石原） 例えば全部建て替えようということであればみんな集めて、みんなでこうして、
みんなでせいのと動かなければいけないわけですが、そういうことにはまだ当分はなりま
せんね。そうすると、どうせ動くにしても１軒ずつ何かが動いていくということで、一度
に５、６軒動ければいいのかもしれませんが、そういうことでしかないですよね。 
 
（加納） ないです。 
 
（石原） そうすると、たぶん、一本釣りでいちばん話の分かる大家さんをくどいていく
ということだと思います。先週だったか尾道へ行ってきました。尾道は斜面地の中にある
道路に接続していない昔の木造住宅がポツン、ポツンありまして、いい建物があります。
ただ、接道条件があってこれを一度つぶすともう建てられません。ですから、いま残って
いる建物を何とか手を入れて保存していく再生事業が始まっています。そこでも話を聞い
ていて、物わかりのいい、理解してくれる大家さんとしか話さないということでした。ご
ちゃごちゃと言われるとそこに労力かけるだけですから、それよりも動ける物件を少しず
つ動かしていくと、まとまって連なったりではなく、ここであったり、ここであったりと
いうのがエリアの中でできてくると動きになってきます。ですから、この中で数軒そうい
う大家さんの理解を得て動くことができれば、「え、あんなうまいこといくの？ じゃあ、
うちも何とかならんかな」というのがぼつぼつ出ることを期待するということじゃないで
しょうか。 
 
（加納） いま、実をいうとそれを一生懸命やろうとしているんです。ですから、全く不
可能なことはないと思いますし、そうやりたいという人もあります。 
 
（石原） 心配なのは耐震だけですね。 
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（加納） それは心配です。 
 
（石原） それがいけるのであれば内装を変えてというのは不可能ではないと思います。 
 
（加納） たぶん、やるとすればそれしかないような気がします。この建物を壊すのでは
なく、そのまま利用するようなかたちです。 
 
（石原） 例えば、業種にもよりますが、最近でいうと、物販はだんだんと厳しくなって
いて飲食になりますが、飲食店が入るとなると、ガスや水周りが一般の洋服屋さんとはケ
タ違います。それは大丈夫なんでしょうか。 
 
（加納） 大丈夫だと思います。多少は費用はかかると思いますが、それほどひどくはか
からないと思います。それしかないというか、それがいちばん可能性があるのではないか
と思います。でも、外部から来て見た方はほとんどが、これはまだまだ大丈夫じゃないか
と、頭を切り換えてそういうふうに利用していけばいいじゃないかという感じです。けっ
こう、有名な方でも最近はそう言われます。こんなの新しくしたら、逆に、なお人が来な
くなるよとおっしゃいます。こんなことして費用かけて新しくしても、人が全然来なくな
るよと、むしろ古いからいいと、面白いという人もいるんですと。きれいにしたらダメだ
よと。そんなことをやっても逆に全然集客にならないと言う人が多いです。この外観だか
らまだ可能性があるんじゃないかという人がいますので、なるほどなと思っています。 
 
（渡辺） 奥行きがいろいろあって、入っていって酒屋さんを開けてら蔵が別棟になって
いてすごいです。 
 
（加納） 酒を造っていたわけではありませんが、販売していたお店ですがすごいです。 
 
（渡辺） ああいうのがあると、裏まで含めてバラエティがあって使いようがありそうな
感じがします。 
 
（加納） あれなんかも第一候補だと思います。やろうと思えばすぐに使えます。 
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（渡辺） 面白く使えそうな感じはします。これだけマルシェで若い人たちが集まってく
るのんですから。 
 
（加納） ですから、商売の形態は昔みたいにキシっとやる商売じゃなくて、ダラダラや
ってもいいですから、若い人が自分の主張を持って、こういう氷見の商店街の人をねらう
んではなく、わざわざ来てくれる店を作らないとダメだと思います。 
 
（石原） 何と言ったらいいのか分からないので「トンガッタ商売」と言っていますが、
個性の強い若者が電車賃を払ってわざわざ来るみたいな、こまものと洋雑貨とかアジア雑
貨とかそんな付加価値が非常に高いやつで、現地で買ったらタダみたいなやつをこっちで
けっこうな値段で売れるようなものを売っている若者が入ってき始めます。 
 
（加納） そういう人たちであればまだ来てくれる可能性があると思います。ショッピン
グセンターに出そうかというような人たちは絶対にこんなところに来ませんから。そうい
う人と話をしてもダメですね。 
 
（石原） 家賃がぐっと下がったときにそういう固定費が少ないところで成り立つ商売、
そこが実験場で動き始めて、そこが動き始めてくるとだんだん家賃が上がって、その人た
ちが住めなくなって出ていくという、まちの再生というのはそういう感じのようです。う
まくいけばの話ですが。 
 
（加納） 明日あたりもそういうふうに成功した人を講師に呼んで、ほとんど市役所の予
算ですが、ここで話をするんです。そういうことも最近は少しやっています。自分が成功
した例をいろいろ事例をもって皆さんに話を聞かせて、その気にさせるというか、そうい
うことはやってはいます。いま、大事なのは、何かそういう人にやってもらって、こんな
ふうにうまくいくんだよというパターンを現実的に示せば、もうちょっと進む可能性もあ
ると思います。 
 
（石原） それこそ、何十年か前の富山の中央通りのフリークポケットも、Gパン屋さん
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とかそういう店が動かしていたんではないでしょうか。あそこはいいあんちゃんがいたか
らうまくいったんだとは思っています。ああいう感じのお店だと思います。 
 
（加納） そうです。 
 最近、高岡はそういうのがぼちぼち聞こえていまして、山町筋という古い商店街です。 
 
（石原） 御旅屋ではないですか。 
 
（加納） 御旅屋とか全然ないです。ずっとこっちにくるんです。古い土蔵造りの家がい
っぱいある、昔の……。 
 
（石原） けっこう距離があるんですけれどもね。 
 
（加納） ですから、蔵をショップのようにしたり、ワークショップもできるようにした
りしてやっている人もいますし、皆さんインターネットをうまく媒介にして、新幹線も来
ていますから、観光客がけっこう増えてきています。そういう商売が始まっています。で
すから、高岡のどちらかというと駅の裏のほうが中心で、駅前がだんだんと廃れてきて、
末広町なんかはどうにもならない状況です。いま、そんなことを言っていてもしょうがな
いからと、ずっと後ろのほうに、そういうふうなものを一生懸命開発しようということを
盛んにやり始めていて、だいぶん進んできていますが、いま、一気に加速しています。そ
ういう状況があります。 
 いずれにしても、少子化で人口が減っていますし、なかなか難しいことは難しいのです
が、観光といいますか、そういう人たちがうまく地方へ来てくれるようになって、そうい
う人たちがもうちょっと集まってくれるように期待をしなければいけないのかなと思った
りしています。 
 
１２．氷見市における観光客の動線 
（高室） 海鮮館というところに観光客がけっこう来ているのが円満先生の論文にありま
したが。 
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（加納） 海鮮館はなくなりまして、そこを閉鎖して番屋街という新しい施設を５年前に
こちらにつくりました。いま、観光客の中心は全てあそこです。そこに集中して、そこか
らグルーっと回ってくるような感じになって、ここの橋はいま止まっていますけれども、
橋があればもっとあっちのほうからも歩いても来れるようになります。 
 
（藤田） 先ほど宿泊の話がありましたが、いまの観光のメインはわりとそこに来て、産
品を買うのが非常に多く、日帰り率が非常に高いです。あとは、観光ルート上で和倉温泉
に抜けていく途中にここに寄るのが非常に多いので、宿泊は減っています。減っていると
いうよりは、伸びていません。 
 
（渡辺） 和倉温泉に行ってしまうのですね。 
 
（加納） そうです。 
 
（高室） では、現実的にはその道の駅も必要になっていて、観光客は皆さん車で来られ
て、そこからここまでは歩いていらっしゃるのでしょうか。 
 
（加納） 皆さんあそこに車を置いて、歩いて来られます。面白いことに、あそこはとて
も旅行者の聖地のようになっていまして、お盆や夏休みなど長い休みが続くときには皆さ
んわりといらっしゃいます。車をあそこに置いて、車で寝泊まりされているのがすごく多
いんです。それは有名です。夏のお盆のときはすごいんです。夜中でもそういうキャンピ
ングカーがずらーっと並びます。 
 
（藤田） お盆はキャンピングカーで満車になります。 
 
（加納） そういう人はたまに歩いてここの商店街に来るんです。そういうところまで食
事に来たりします。そういう現象が生まれてはいます。 
 あそこが何故いいかというと、番屋は温泉のお風呂もありますし、店も朝早くから開い
ていますからキャピングカーの人は非常に居心地がいいようです。 
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（藤田） ロケーションがよくて、温泉があって、24時間トイレもあって、かつ歩いて飲
み屋があるというすごく珍しい道の駅のようです。 
 
（加納） ですから、そこがとてもいい場所になっていて、能登に行くのにも近いですし、
ここは１つそういう場所になりつつあります。 
 
（藤田） 逆に、昔の動線とは違って向こうが集客装置になっていますから、ここを玄関
口にしてここまで何とかもってこないというところです。とはいえ、歩いたら５分では着
きません。ですから、もうちょっと歩けるようにしないといけません。 
 
（高室） そういう人たちをお客さんにするのであれば、また、違う業種なり、やり方な
りを考える必要があるのかもしれません。 
 
（加納） そうです。本当はそれを考えていかなければいけないんです。 
 
（高室） 先ほどのイメージでは市場を中心にした商店街というイメージを打ち出してい
くというので、１つまたそれで先ほどとは違うイメージになっていくのかもしれません。 
 たぶん、この番屋街に来ている人たちはそれが、そういう氷見らしさみたいなものが目
的なわけですよね。 
 
（加納） 番屋街は氷見らしさ……、昔、海鮮館というのがありましたが、そのほうがも
っと氷見らしかったんです。魚を前面に出して、活気がありました。ところが、いまの新
しいところは氷見らしさ、魚の部分がないんです。デパートの地下みたいな感じです。で
すから、あまり評判はよくありません。むしろ、土産物売場に小さい店がたくさんありま
して、こんなのでは魚を買う気がしないじゃないかと言う人がけっこう多いです。新しく
設計したところはそうです。外見はまことにきれいでいいのですが、実際問題として魚の
売場としてはあまり相応しくないです。いま、外から見えなくて、中へ入らないと見えま
せん。 
 
（藤田） 魚屋さんはいちばん奥にありますし。 
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（加納） あれは設計的には失敗したと思います。もっと魚を前面に出すべきだったと思
います。 
 
（石原） 表に出したりすると魚臭いとか言うのが出てきますので困ります。 
 
（加納） でも、あれは魚を前面に出すのであればもうちょっと前に魚を出して、あんな
土産物屋ばかり入れるんじゃなくて、そっちのほうが良かったとみんな言っています。だ
からあまり評判は良くありません。 
 
（渡辺） 市場には何もないのでしょうか。市場自体はあるのでしょうか。 
 
（加納） 漁港はあります。 
 
（渡辺） 市場としては機能していないのでしょうか。 
 
（加納） 漁港は市場として機能しています。 
 
（渡辺） 水揚げをされて、業者同士でということでしょうか。一般の人は入れないので
しょうか。 
 
（加納） 一般の人は見ることはできます。 
 
（石原） せりをしているのですよね。ですからせりの資格が必要です。 
 
（藤田） 一応、２階からは見れるようになっていて、１階の場内に入るのは予約制です
が、最近は入れないかもしれません。 
 
（石原） そこからちょっと出たところで魚屋さんがわさっと出てきているわけですね。 
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（藤田） 漁港もしっかりしたものがつくられてからは、それしかないのでなかなか行き
づらいです。一応、飲食店も漁港内にありまして、職員さんがご飯を食べられるところで、
その時間が終わった後に一般の方でも定食が食べられるようになっていますが、それもあ
んまり……。 
 
（加納） 海鮮館というのは市場に隣接して近かったので、そういうときにはまだそうい
う「魚」というものに対してはそういうのがあったかもしれませんが、いま、かなり距離
的に離れています。 
 
（藤田） ちなみに、これは先ほどの話にあった市場の時代写真で、この川沿いで荷揚げ
しています。 
 
（石原） すごいですね。関西の人間は昔からブリを食べていまして、正月はブリです。
東京はマグロですね。ですから、氷見ブランドが関西のところにきているのはその影響か
もしれません。大阪はブリ文化です。 
 
（藤田） 東京はまだまだこれからという感じです。専門の方々は扱っていますが、一般
の人に「氷見といえばブリ」というイメージはもうちょっと先かなと思います。 
 
１３．「うみのアパルトマルシェ」の成功理由 
（高室） この話に直接ではないのですが、マルシェの取組がどうして成功されたのかを
おうかがいしたいと思ったのですが、もともとどういう人たちを集めて、どのあたりから、
どうしてあれほど人が集まったのかというのをどう見ておられるのでしょうか。そのあた
りはいかがでしょうか。 
 
（藤田） イベント自体は、経緯は先ほど申し上げた流れの中で、ムラカミさんという役
所の人がいまして、ムラカミさんは移住者で、私よりも１年後に入ってきていまして、私
はずっとこの事務所で仕事をしていまして、その中で橋の架け替え工事が始まるというの
がありました。そのときに、市役所もこの架け替えが最後の致命傷というか、後押しにな
ってはいけないという意識がありまして、商店街で何かしてくださいという話はずっとあ
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りました。 
 ただ、なかなか手を挙げるところが少ない中で、ここに事務所があったというご縁もあ
り、そして加納さんともずいぶんお話をさせていただいていたので、ここで一度やってみ
ようじゃないかという話が動き出しました。 
 そのあたりからアドバイザーとしてカジオカさんにアドバイザーで入っていただいて、
そしてマルシェをやろうという話になり、ただ、普通にやってもダメなのは目に見えてい
たので、ターゲットをすごく絞って、デザインも徹底的にこだわり、店舗さんも徹底的に
こだわったところにこちらから声をかけてくどいていきました。 
 その中で追い風になりましたのは、氷見市内でワイナリをやっているところがありまし
て、そこが我々が狙いたい人たちにとってかなりいいブランドで、そこの方が「面白そう
だから協力する」と言ってくださいまして、その方の名前を使ってほかの店舗をくどいて
いきました。 
 こういうイメージというところから絶対に外さないような人選びとデザインというのを
やっていきましたところ、主にインスタグラムなどの SNSで爆発的に情報が飛んでとい
うことだと思います。多少、広告は打ちましたが、ほとんどが SNS効果です。 
 ただ、いちばんの問題は、こういうデザインでとか、こういうコンセプトでというのは
普通の商店街は受け入れてもらえないということだと思います。ただ、それを加納さんた
ちが理解してくださって、「好きにやれ」と言ってくださったのでできたのであって、お
そらく隣の商店街で同じことはできないと私は思っています。 
 
（石原） それを動かしているとき、本番前にかなり新聞などマスコミに書いてもらって
いたと思いますが。 
 
（藤田） 新聞などにもプレスは出しました。 
 
（石原） お母さんも名人ですね。なぜ、こんなにうまくボランティアとマスコミを使う
んだろうと感心します。天才だと思います。 
 
（高室） 前の話とつながるかどうかは別ですが、ここまで人が集まるポテンシャルがあ
るのだと思いますが、そういうことをやっても集まらないところは集まりません。それが
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できたのは氷見のワイナリなのか、氷見という名前なのか、場所なのか、やられた取組が
合わさってなのか、人が集まるポテンシャルがあるのだなと思って拝見していました。そ
れであれば、逆にそういうところをうまく活かして、我々としてもどうしてうまくいった
のかというのをしっかりとうかがって、では、ここは面白そうだというところがつかめれ
ば、何か言えるのではないかと思っておうかがいいたしました。 
 そこに１つ大きなヒントがないのでしょうか。 
 
（加納） インターネットの力はすごく大きい気がします。 
 
（高室） いままでと全く違う展開になると思います。 
 
（加納） そうです。ネットをメインに宣伝媒体にしました。氷見の人に問い掛けるので
はなく、そっちのほうにわーっとやりました。それが非常に大きいと思います。氷見の住
人やこっちの人に言っても分からないと思います。「また、こんなもんやるのか。おれた
ちが何回もやってきて、全部面白くなかった」と、それしかないので来ないんです。です
から、ネットでやれば多少はほかから来るのではないかということをまず頭の中に描きな
がらやりました。 
 商店街でも、昔の氷見の市みたいなことはいままでさんざんやってきました。そして、
みんな飽きていますから、これはやってはいけないと思いました。ですから、コンセプト
は我々がやるのではなく、この若い人たちに全部お任せしようと始めから決めていました。
商店街の人の中にはいろいろ言う人もいましたが、「こういうのをやりますよ」と決めて
しまって、そこからスタートしました。ですから、もちろん抵抗はいろいろありましたが、
これで何とかうまくいっていたほうです。 
 
（藤田） 場所性がどこまで効果を発揮したのかは難しくて、実は、私はあまり関わって
いないのですが、いま、市役所が同じコンテンツを市内の別のところにある蔵にもってい
って、蔵の中でマルシェをやっています。同様にお客さんは来ますし、お客さんも全く同
じです。ですから、この場所性というのはそれほど意味はありません。ただ、「氷見」と
見たときにどれぐらい意味があるかというと、少しはあるような気がします。 
 例えば富山市の人からすれば、それほど遠出するわけではないけれども、ちょっと田舎
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っぽいところだけれど風光明媚だよねというところで、金沢からしても同じような距離感
です。そういう意味では、場所としてちょうどいいのかなということは少し感じます。 
 
（高室） それから、先ほどお話がありましたが、こういう建物も含めてうまく関連付け
ながら、別に蔵でもいいのかもしれませんが、しかしここなんだということを逆にしてい
くという、そういう感じのイメージが１つできれば面白いのではないかと思います。 
 
（藤田） SNSを見ていますと、夏場はここに寄った後に近くの海岸へ行ったとか、近く
の店に行ったとかありまして、周辺に波及していっていることが分かります。 
 
（高室） 先ほど歩かせていただきましたが、ぱっと出るとすぐに海ですし、来る途中に
は立山が見えるかもしれませんし、そういうふうに楽しみながら来ているわけです。です
からいろいろ可能性はあると思います。SNSの話にしても、おそらくいままでとは全く違
うところだと思いますから、見えないところではありますが、今回は単発ですが、それを
継続的なものに変えていくことができれば、何か突破口が開けるのではないかと思います。
それとこの建物という感じではないかと思います。 
 
（藤田） イベント自体は継続でやっていくことで、反省点としてもっと場所性といいま
すか、ここでやる意味ということでは、周りと何かというのをもっとやっていかなければ
いけないという話はありました。 
 
（高室） このメンバーで歩かせていただきましたが、かなりチャレンジングな問題だと
いうことははっきりしていると思います。そういう中で新しい取組が成功していくという
１つのチャレンジになってきますから、いまのお話がうまくいけばいいのになと、感想レ
ベルですが、思っています。何かできそうな気もします。 
 
１４．氷見市内への U・Iターンの状況 
（渡辺） 地元の若い人の広がりはどうでしょうか。 
 
（藤田） そこがなかなか難しいところです。ここの商店街自体には我々世代、30代から
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40ぐらいを入れても数えるぐらいしかいません。ほとんど跡を取っていません。ただ、唯
一可能性があるのは、ここのイベント直接的な関係はありませんが、同じ世代の Uターン
の方で開業する人がまちなかに戻り始めてきていまして、この春で２軒新しいクラフトビ
ールのお店と飲食店ができています。 
 
（高室） ネットワークはできているのですか。 
 
（藤田） 一応、話ができる関係ですが、そういった中でそういう方たちが戻ってき始め
ています。 
 
（加納） そこを改装していますが、あそこも戻ってきて、もうすぐ開業します。ナナオ
さんの後で、いま造りかえています。ナナオさんではなく違う人で、ナナオさんはもう完
全に潰れてしまいました。 
 
（藤田） 干物の販売だけはやられるみたいです。 
 戻ってこられて、やはり Uターンの方がやられるというのがいちばん大きいなと思って
います。 
 
（高室） それは実家に戻ってこられるのでしょうか。 
 
（藤田） 実家に戻っている方もいますし、住まいをここにして住まいながら店をしよう
という方もいます。 
 
（石原） テナントでしょうか。 
 
（加納） いえ、実家はあるのですが、そこの実家が辞められた店を買われたんです。買
われて、そこに住まうんです。元氷見市長の家です。そこが経営危機で手放されました。
魚の干物などをやられていた大きい問屋さんだったのですが、なかなか難しくなられて、
そういう子どもです。 
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（藤田） そういう方々が、新しく土地を買って建ててということではなく、こういう狭
いまちの中でリノベーションをしてそこでやるということが少しずつ出てきていますので、
流れとしてはとてもいいと思っています。 
 
（高室） 共同ビルなどはちょうどいいと思います。こういうところでできますよという
のがはっきりと見えて、ほかとはちょっと違いますし。 
 
（加納） それを我々は期待しています。 
 
（藤田） おそらく、もう何軒かはこの流れでいけるのではないかと思っていて、そうい
う人たちが少しずつこういうところに入ってくると、マルシェに来たときにそういうとこ
ろに目を付けて可能性が見えるようになってくるといいなと思っています。 
 
（渡辺） そういった動きが地方都市であります。 
 
（加納） 私はいつも言っているのですが、氷見出身の若い人が東京で居酒屋をやってい
たり、自分で商売をやっていたりしていますが、高い家賃を払いながら競争するのは大変
です。ですから、戻ってきてやれと言っているんですが、彼らはまだ 40代ですが、若い
ときから行っていて、昔の氷見のイメージがあって帰ってきても商売にならないんだろう
とはじめっから思っています。ですから、「そうじゃないんだ」と最近よく言っているん
です。 
 
（石原） 先日の尾道で島根県の江津市の人に会ったのですが、江津も人口３万人程度で
すが、けっこうUと Iがあるそうです。田舎に住みたい、自然の豊かなところに住みたい
ということで Iターンで来て、起業されているそうです。 
 
（加納） ここの商店街にも長男あたりが東京で生活している人が多いんです。そして、
お祭をやると戻ってきます。 
 
（渡辺） 大分の竹田もすごく増えていると聞きます。 
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（加納） ですから、そういう人たちがもう少し戻ってきて、ここで積極的に起業してく
ださればいいのですが。 
 
（藤田） その先駆者的な人たちがやっているのをお盆や暮れに戻ってきたときに見てい
ただいて、「こういうこともできるのね」というふうに思っていただくと、もう少し動き
が出ればいいなと思っています。 
 
（加納） これから可能性は非常にあると思います。東京などで一生懸命あたふたやるの
も、見ているといいことではないです。かわいそうなぐらい努力しているのにたいしたこ
とありません。 
 
（石原） そういうコストの高いところでは歳をとってからは大変です。私も年金生活者
ですから大変です。これからそうなると思います。 
 
（加納） 地方でちゃんとやるというのがいいと思います。 
 
（コウノ） これで失礼します。 
 
（石原） ありがとうございました。 
 
（加納） 商店街から少しはずれたところに松葉というお寿司屋がありますが、あそこの
長男が、何を教えているか分かりませんが、市立大学の先生です。すごく有名なお寿司屋
さんです。長男ですが大学の先生をやっていて、継ぎません。次男もまた優秀でどこか大
きい会社に行っていて、ものすごく有名で、氷見では流行っているお店なんですが、いま、
跡継ぎはいません。大学の先生を辞めて寿司屋をやればいいのになと思っているんですが。 
 
（石原） 一回、先生をやったやつは握るのは下手くそでしょう。修行が足りません。 
 
１５．隣接商店街を含めた氷見市中心部の盛衰 
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（高室） 来たときから気になっているのですが、ここだけではなく、全体の話がどうし
ても気になります。かなり長いですね。 
 
（加納） 市は全体のことを気にはしているんですが、いつも、コンサルの人にお聞きす
ると、やはり全体は無理だと言います。いま、商業的に氷見の中心は、昔はもう少しあち
ら側だったのですが、いまは番屋街ができたので、どうもこちらのほうに移ってきていま
す。いま、市役所もありません、ですから、いまは橋からこちら側方面にずっと移ってき
ていて、商店街はここらへんのになるような気がします。 
 
（高室） 私もここの商店街では初めてこういうかたちで来させていただきました。 
 
（加納） 駅のほうは本当に廃れています。 
 
（高室） 我々としては、いまはお話を聞きましたので５つなり、６つなりの商店街があ
りますが、ここに焦点を絞って話をおうかがいしてだいぶん理解が進みましたが、消費者
として来た場合には、全体を見ると思います。どうしても、薄まるといいますか、こだけ
長い商店街があるけれども、こっちもこっちもお店が開いてないなと思いながらここを見
ることになると思います。ですから、そういう点で、ここに焦点を絞っていただけるよう
にうまくやるか、あるいは全体を考えるか、そこに何か必要なのかなと思いながら拝見し
ていました。その点についてどのようにお考えなのでしょうか。 
 
（加納） いまは絶対にここらへんが中心として再開発すると思います。駅の周辺は難し
いです。 
 
（高室） 向こうのほうは盛り上がりは特にないのでしょうか。 
 
（加納） ないです。むしろ、みんなやめようという感じが強いです。商店街は長いです
し、いろいろ商店街の活動をやっていますが、実はもうみんなそういう商店街活動をやめ
ています。ですから組合もみんな解散しています。つまり、皆さん会費を納めることが難
しいということなんです。 
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（藤田） 商店街ではなく、いまいるのがここで、もう１つ川がこちらに流れていまして、
こちらが北、そして南とまちが大きく分かれています。こちら側はすでにアーケードも取
り払ったところもありますし、だいぶんやめてきています。それでも本町商店街は一応あ
ります。 
 
（加納） 本町商店街はもういわゆる振興組合はやめまして、あれは個人の商店街として
はあります。ですから、補助金の受け皿がなくなってきています。 
 
１６．アーケードの管理 
（高室） アーケードの取り払いはどなたがどういうふうに費用を出しているのでしょう
か。 
 
（加納） アーケードが古くなると新しくつくるという話になりますが、しかしそんなも
のは要らないという人が多いんです。 
 
（高室） その取り払い費用はどなたが出すのでしょうか。 
 
（加納） それは個人です。 
 
（藤田） 自分の家の前の部分を自分のお金でということです。 
 
（高室） そうすると取り払いも進みませんね。 
 
（渡辺） 片側の舗道の上だけだから、外すのはやろうと思えばできるのかもしれません。 
 
（加納） アーケードを撤廃するのは難しい気がします。特に冬場は便利だということが
分かりますから。 
 
（石原） 先日米子の話を聞いたのですが、アーケードを取るということは、アーケード
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だけの話ではなく、アーケードが電柱を兼ねていたりといろいろあって、これをどけると
なったら電気が下のほうに埋まっていて、何かがあるとごちょごちょといくら調整が必要
なのか分からないということで、アーケードは要らないという話をし始めてやっとそれが
分かったということでした。 
 
（藤田） 去年聞いた話ですが、すぐそこから向こうが比美町商店街というもう１つの商
店街になりますが、そこは去年ぐらいに撤去に向けて動くことが決定したそうです。 
 
（石原） 柱や構造物的に何かを兼ねていると調整が必要になってきて、それを解決しな
ければいけないということがあるそうです。 
 
（藤田） ここももしかしたらあるかもしれません。街灯がなくなりますから、それは全
部……。 
 
（加納） これを取ると、これ、汚いんです。 
 
（高室） 取ったところを想像してそう思いました。 
 
（加納） ですから、取ったときにそれがお互いにできるかどうか。ですから、なぜいま
ごろなくすのかと逆に思うことがあります。これから維持していくのが大変だからなくそ
うと思っているのかもしれませんが、そんなものでもないような気がします。 
 
（高室） この状況を活かしながらここを何とかしていこうという方向がいいのかもしれ
ません。 
 
（加納） そうです。今年の雪の感じからみると、みんな助かったのではないかと思いま
す。 
 
（石原） しかし、雪をおろすのも大変なのではないでしょうか。 
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（加納） 全員でアーケードの雪をおろしました。そういうこともありますが、１回だけ
です。最近はほとんどありません。そこまで降りません。 
 
（渡辺） 潰れたら大変です。 
 
（加納） それはありません。 
 
（藤田） 氷見の中でも屋根の雪おろしをするのは奥のほうだけです。 
 
（加納） アーケードの雪までおろしてやったというのは、もう何十年前かなという感じ
です。 
 
（石原） それこそ 38年かもしれません。 
 
（加納） そのときはやりました。アーケードは大きい問題ですが、現実的には難しいで
す。撤去するとなると後始末をどういうふうにするんだろうということがありますから、
難しいです。 
 
（藤田） 中央町に関しては、ビルの再開発でもない限りは話が起こることはないと思い
ます。 
 
（石原） 建物とくっついているんでしょうか。 
 
（藤田） くっついています。 
 
（加納） くっついていて、皆さんお互いにうまく補助していって、うまく関連していま
す。ですから、これを取ってしまうと、外壁も全部補修しないといけませんから大変です。 
 
（藤田） 外壁直して、排水直して、中には生活排水のトイがそこに流れていることがあ
ります。 
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１７．防火建築帯造成時の組合 
（高室） もう１件、共同ビルの話をいいでしょうか。共同ビルの話で、これはここです
る話ではないかもしれませんが、もともと防災街区をつくるときに組合をつくっておられ
ます。共同で何かしようというようなそういう組織になっていないのでしょうか。 
 
（加納） 組織になっていました。昔は共同ビルといいますか、ここの商店街でその組合
の人たちを中心にいろいろなイベントをやっていました。 
 
（高室） それは商店街の組合でしょうか。 
 
（加納） 商店街の組合です。共同ビルではありません。 
 ここは個々の家なので、共同ビルとしては何もしていません。 
 
（高室） 例えば共同ビルとして改装しようとか、こうしようという話でまとまることは
ないわけですね。 
 
（加納） ないです。実を言うと、５年ほど前からそういう組織をつくろうとしたのです
が、話をしていけばしていくほどむずかしいです。そんなことをやらんでもいいという人
が増えてきます。そこまでやるかと、そんな情熱はないよという話になります。ここを全
部壊して公園にしてとか、あれは新しく建てて人に貸して、病院みたいなものをもってき
てとかそんなことを皆さん言うのですが、なかなかそんな簡単にはいきません。年寄りで
一人暮らしをしている方もいて、「私は死ぬまでいます」と言いますから、どうにも説得
できません。そんな家が何軒もあります。 
 
（石原） 私が１人いたら絶対にダメですね。その金をどうやって返済するんですかとい
う話です。 
 
（加納） そうです。息子に共同でやれと言っても、息子もそんなの要らないと言われて
たら、年金だけで暮らしている人にそんなことができるわけがありません。そんな人がい
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っぱいいます。 
 
（高室） 共同ビルは個々にやっていくしかないということですね。 
 
（石原） たくさんくれとは言わないから、買い取ってくれて、外でお金をそれほどかけ
ずに住宅が確保できるのであれば、それだったらいいと、儲けたわけじゃないから、ごて
るつもりはないしとは言うけれども、「お前が金を出せ」と言われたら、「そんな、おれ
が病気をしたときに払ってくれるのか」と言うと思います。 
 
（加納） ですから、補助金もらってもある程度自分で負担していかなければいけない部
分があるので、それが難しいです。そういう感じです。二人暮らしとか一人暮らしとかけ
っこうあります。あるいは人に貸しているというのもあります。 
 
（高室） 例えば先ほどの話ではありませんが、若い人にテナントに入ってもらうという
ことになれば、１つ１つ説得してやっていくというのが主流になっていくということです
ね。 
 
（加納） そうです。 
 
（高室） 説得するに当たって、リーダーの方なりがそういう役をやりながらというイメ
ージになってくるわけでしょうか。 
 
（加納） そういうイメージです。この事務所は「まちづくりバンク」といいますが、前
の市長が、誰かそういう人たちがいて、ここを運営しながらそういう話を進める拠点にし
ようと始めはそうしたんです。そしてまちのいちばんの入口にここにこういうものをつく
ったんです。実は、民間の人が借りて商売をすることになっていたんですが、それをやめ
てくれと言って、市役所で借りて、そういうまちづくりをしたいからというのでここをこ
ういうふうにしたんです。実はそれが発端です。そういう人たちを入れて、そこに関わっ
てくださる人たちの活動の拠点にしたかったわけです。しかし、いろいろ問題があって、
いまはこういうふうになっています。 
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 やはりいろいろなことがあります。前の市長のビジョンは非常に良かったのですが、そ
んなことを言っても、耐震構造の問題もあるのにこんなところに来てそんなことをやって
もいいのかと言う人がいたんです。そういうところに、市の人たちを入れてそんなことを
してもいいのか、いつ壊れるか分からないのにと言うわけです。では、住んでいる人はど
うなるんでしょうかと我々は言いたいのですが、そういう議論があって、市会議員、特に
その市長に反対していた人たちから圧倒的に強く出ました。そんな人がそういう議題を出
して、ここでこういうことをやること自体を反対したんです。 
 
１８．氷見市における中心市街地に対する議論 
（藤田） 耐震はさほど大きな問題ではなく、そういう引っ張りたい気持ちがいろいろあ
った結果、そういう議論になっていったんです。 
 
（加納） 例えばマルシェなんかもそっちのまちづくりのほうから、特に最初は中央町を
中心に考えましょうということで進んできたんです。もちろん、橋がいま止まっています
から、ここの商店街の人が困るだろうから何かしなければいけないということもありまし
たが、そればかりではありません。 
 
（藤田） 中心市街地を何とかしなければいけないとか、共同ビルを何とかしなければと
いうのは特に前の市長は強く言っていました。商店街出身の市長さんですから、中心市街
地ということに関しては比較的力を入れるという気持ちでおられたのかもしれません。い
まは山の方になっています。 
 
（石原） 氷見は平成の大合併で合併しているのでしょうか。 
 
（藤田） していません。 
 
（加納） 高岡と合併するのは嫌だと反対したんです。あのころの高岡はまだそれほど変
になっていなかったんです。本当にしたほうがいいと言う人もいましたが、いまは国会議
員になっていますが、その当時の市長が、氷見は単独でやっていくと決断してやりません
でした。いま、高岡は借金がすごく増えていて大変なので、いまになって氷見は合併しな
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くて良かったとみんな言っています。 
 
（石原） 周りの町か村があったのかどうか分かりませんが、それと一緒になったという
のでもないのでしょうか。あのころはとにかくどこか一緒になっておかないことには、国
にいじめられて交付金やらを減らされるから、何でもいいからというのがありました。 
 
（加納） あると思います。 
 
（石原） それもないのであれば、氷見は素晴らしいです。 
 
（加納） 山から海までと氷見は広いんです。特に山のほうがものすごく広いです。石川
県との県境もずっと氷見です。やたら広いんですが、７割ぐらいが市街地に住んでいます。
あとはやまのほうにちょこちょこと散在しています。 
 
（石原） 私は徳島の田舎町に育ったのですが、一郡一市で群が１つの市になってしまい
まして、もう大変です。そんなことになると中心市街地の議論はできません。 
 
（藤田） 人口の割に規模が大きいなとかいろいろ疑問に思っていましたが、それはそこ
が大きいのかなと思っています。市民としても昔から氷見郡という氷見エリアの中心市街
地はここであるという共通認識がけっこうあったのだろうと思います。ですから、氷見と
いうのは地形的にもこのまちから放射状に谷筋が伸びていく形式になっていまして、です
から谷筋を降りていくとまちに着くという構造になっていますので、けっこう昔からそう
いう考え方が強かったのではないかと思います。ですから、ほかにあまり流出しなかった
という認識です。 
 いまでこそ高岡は近いですが、昔は山を越えるというのはなかなか大変です。低いです
が、標高 500メートルぐらいの山です。 
 
（高室） 「山からこちらに来られる」という表現がありましたが。 
 
（加納） ずっといったほうはけっこうひどいです。 
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（高室） ですから、ずっと上に上がったところまで広くいっているということで、そこ
から皆さん来られているということですね。 
 
（加納） そうです。 
 
（藤田） 高岡まで谷筋をまたがって行けるようになりましたが、それまでは降りてきて、
かつ向こうの山を越えるトンネルもなかったので、伏木を回って行っていました。 
 
（高室） 遠い気がします。 
 
（石原） 長時間、ありがとうございました。 
 
【了】 
